
 

 

『日常』と『非日常』  

平成が終わり、令和の始まりです。進学や就職にも、やがては卒業や退職の日がや

ってくるように、当たり前の日常が、特別に『名づけられる』ことによって、私たち

のこころは立ち止まり、新たな意識でこれまでを振り返り、また、これからを見つめ

なおすという習慣があります。そのような儀式や行事によって日常に区切りをつけら

れて、私たちは、いつもの何気ない日々にも何かしらの意味を考えさせられるのです

が、それも次第に慣れてきて、当たり前の日常へと溶け込んでしまいます。 

 

私たちの身体が、細胞を定期的に死なせながら新しい細胞を生まれさせることで生

命活動を維持しているように、私たちの暮らしている社会もまた、合わなくなったも

のを終わらせながら、新たな社会の在り方を模索することで維持しているようです。

そのために、私たちの文化はいろいろな『区切り方』を作り出しています。「●●会」

「◇◇式」「▽▽祭」などに区切られて、私たちは自分が所属する社会を改めて確認さ

せられてもいます。時代という見えないものを実感できる人も、まったくピンとこな

い人も、「元号がかわる」ということを受け止めるとき、同じ社会の流れの中に浸かっ

てしまうのです。 

 

そのように、私たちは『日常』から、儀式によって、或いは、特別な名前をつけら

れることにより、『非日常』へと、一瞬、入り込むことがあります。実は、私の仕事

『カウンセリング』も「日常の中の非日常」であると言われています。「ちょっと相談

してくる」という日常ありがちな行動も、『カウンセリング』という名前で呼ばれるこ

とで、「カウンセリングを受けてくる」という非日常的な体験となります。 

 

家族や友人、職場の人間関係では直接話しづらい内容であっても、カウンセラーと

いう特別な他人には話せると仰る人がいます。「専門的な訓練を受けていて、心理学的

な知識や経験もあり、何より秘密を絶対に守ってくれる相手だから安心できる」とい

うご意見もあります。ご本人の肩書や、立場、年齢、性別、利害関係など、あらゆる

しがらみから、ほんのひととき離れて過ごせるカウンセリングは、『非日常空間』での

関係であると言うことができます。 

 

カウンセリングを重ねて、さらに関係が深まってくると…恋人になってほしい、友

達や家族になってほしい、職場に来てほしい、などと『日常の中』に入って来てほし

いと求められることがよくあります。そして、実際にそのような関係になってしまわ

れる人たちの話も時々お聴きするのですが、残念ながらあまり良い結末を私は知りま

せん。 

 

だからと言って、「親密になりたい」というお気持ちを頭ごなしに否定したり、すべ

てを拒んでしまっては、信頼関係を構築するどころか、「どんなことでも自由に話をし

てよい」というカウンセリングの前提が嘘になってしまいます。カウンセラーに求め

 



 

 

られる態度は、『赤ちゃんに接する母親』や、『愛する人と共にいる恋人』とか、『支え

合い助け合ってきた親友』のような、深いレベルでの一体感を持てる肯定的関係性で

す。そんな理想通りにはいかないとしても、そのレベルまで目指した在り方が、実際

のカウンセリングの効果を支えていることは事実です。 

 

「学校に通って勉強して、訓練を受けたら、誰でもそのようなカウンセラーに成れ

るのか？」というご質問が時々あります。この十数年私が見ている限りは、誰でもは

成れません。そこが私たち現場のカウンセラーの大きな悩みの一つです。後継者育成

問題は、どの業界にもあると思いますが、カウンセラーという職業は少々やっかいな

気がします。私などもまだまだ修行の身ですが、偉大な先輩方の論文を何度も読み直

している様は、まるで、剣道家が宮本武蔵の書の中に、今はすでに存在しない武士の

魂を探してため息をつくことに似ています。 

 

部活の引退とともに、剣の道をあきらめてしまう少年少女のように、心理学科を卒

業するときにカウンセラーの道をあきらめて企業に就職をした若者から、先日、相談

がありました。職場で「心理学をやっていたなら、次の勉強会でカウンセリングのレ

クチャーをしてほしい」と言われてしまった！！が、何を教えたらよいか？というお

話しでした。そもそもカウンセリングを職業にする自信がないから、それ以外の道に

進んだのに、教えろと言われても…と途方に暮れている若者に、私は、なぜ断らなか

ったのかを聞いてみたくなりました。 

尊敬している上司や先輩方からの依頼なので、役に立ちたい気持ちがあることが第

一。そして、いつも立派に見える先輩たちが「実は部下や後輩たちから相談を受けて

も、自分が上手に聞けているか不安だった」と言われたことに、その若者は衝撃を受

けたそうです。 

 

自分の発した疑問や不安に対して、丁寧に相談に乗ってくれていると思っていた上

司たちが「実は不安だった？！」「感じる不安ってなんだ？？」という素直な若者の驚

きこそが、本当はカウンセリングで最も重要な感性だと私は考えています。カウンセ

リングの理論やセオリーなどは、学校の教科書どころか、一般向けの本にも書いてあ

りますし、いまどきは、漫画や小説にも専門的知識はさらっと出てきます。そして、

それらの知識を切り貼りして使うことはちょっと賢い人なら誰にでもできると思いま

す。 

 

しかし、この若者のように、上司を信頼し、こころを許し、役に立ちたいと願って

いる人が、逆に上司から教えを請われているという関係性は、カウンセラーが相談者

を信頼し、尊重し、役に立ちたいという図式そのままであることが私をハッとさせま

した。その人の前では、自分の習ってきた知識や技術が安っぽくみえて、出すことも

憚られる思いは私も同じです。まさにカウンセラーが相談者に対して感じている思い

は、この若者のように特別な相手に「失敗できない」であるとか、「恐れ多い」といっ

た感覚に近いものがあります。 



 

 

 

カウンセラーがそうした相談者を前にして「自分などに役に立てることがあるのだ

ろうか」と悩むことも、この若者の置かれた状況とそっくりです。では、私はどのよ

うにしているかというと、相手に向かって正直にわからないことを質問し、また、相

手の質問にも素直にこたえるだけです。私がこのようにお伝えすると、大変にシンプ

ル過ぎて何を言っているかわからないという人もいらっしゃいますが、この若者は、

すぐに理解しました。自分自身がそのようにしてもらうことで、気持ちが整理され

て、不安や葛藤の本質に気づいたからです。 

どちらがカウンセラーで、どちらが相談者ということを離れたり近づいたりしなが

ら、不安であるとか、悩んでいることに対して、一緒に向き合いながらわかり合って

いこうとする関係性がカウンセリングというものに『力』が生じる原理なのだと私は

思います。 

 

勉強会という名目でありながら、若者は形式的に知識や技術を紹介することではな

く、上司や先輩がたの不安や緊張など、悩まれている様々な気持ちを丁寧に聴かせて

もらい、自身が腑に落ちるように問いかけ、または感じたことを伝え、質問にこたえ

ることに重きを置きました。漠然と、「悩んでいる人を救いたい」「誰かを助けたい」

「知識や技術を役立てたい」と言って入学した心理学科時代よりも、その夢に破れて

就職をして、素敵な先輩がたに育ててもらっている今のほうが、若者のカウンセリン

グマインドは立派に機能していることを知り、私は唸りました。そして、嬉しくなり

ました。 

 

相談者の方々の『非日常』がカウンセリングであるならば、カウンセリングが『日

常』である私には、この若者を含めた相談者さんたちの『日常』こそが『非日常』で

あり、こうして、お互いの普通と特別が触れ合う瞬間には、何か大切なことに気がつ

けるきっかけが見え隠れしているように思えるのです。平成が始まったとき、昭和と

いう日常も新しい元号ともに非日常となった感覚を覚えています。令和という非日常

も次第に日常にかわり、平成という戻らない日常が非日常へと入れ替わる今、この刺

激の中で私が感じていることを安易に言葉にするのではなく、みなさんと、もっとも

っとたくさんの対話を続けていきながら、一緒に表現してみたいと思っています。 
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